
 

 

 

 

 

 

 

子どもたち自身による魅力ある学校づくり～生徒会活動～ 

泉佐野市内中学校生徒会交流会 

泉佐野市では、中学校生徒会代表等が一堂に会し、お

互いの活動についての交流及び共通のテーマについての

情報交換や協議を行うことにより、生徒の自主的・主体

的な姿勢を育むとともに、市内中学校における生徒会活

動の充実に向けたとりくみを推進するため、生徒会交流

会を開催しています。 

今年度は令和７年８月２９日（金）にエブノ泉の森ホール大会議室で行われ、各校より生徒会執

行部や生徒会活動に関心のある生徒が集まりました。中学生が司会し、会が進んでいきました。ま

ず、緊張をほぐすために簡単なレクリエーションを行ったのですが、生徒たちはすぐに他校の生徒

とうちとけ、会場は歓声や笑い声に包まれました。次に、各校でとりくんでいる生徒会活動を交流

しました。各校オリジナルの活動の発表については、一人ひとり真剣な表情できいていました。 

そしてメインイベントのグループ討議です。今年度のテーマは

「『いじめ』をなくしていくために生徒会ができることって何だろ

う？」です。各グループで討議し、クロームブックを使用して意見

をまとめていきます。どの班も活発に自分の考えを出し合っていま

した。その後、各グループよりパソコンでまとめたスライドを提示

しながら、話し合ったことを発表し合いました。 

特に「『いじめ』をなくしていくために、生徒会としてできるこ

と」については次のような意見が出ました。「全校集会などで伝え

ていく。」「劇や動画などを通していじめはダメだと発信する。」「自分たちでいじめに関する相談を

受ける等、誰かに相談できる環境づくりを行う。」「みんなで意見を出し合う機会をつくる。」「レク

リエーション等を企画してお互いに交流する機会を増やす。」「いじめは決して許されないと伝える。」

「おとなに頼る。」等の意見が出ました。最後には、今日の話し合いを各校にもち帰り、自分たちの

学校をよりよくするために生徒会活動を進めていくことを確認し閉会しました。 

これからも、自分たちの学校を自分たちでよくしていく生徒主体の活動をこれからも推進し、誰

もが安心・安全に過ごせる学校をめざしてとりくんでいってほしいと思います。 

 

大阪府中学校生徒会サミット 

 大阪府では、府内全市町村の中学校生徒会代表が、府議

会議場にて一堂に会し、共通のテーマについての情報交換

や協議を行うことにより、生徒の自主的・主体的な姿勢を

育むとともに、市町村における生徒会活動の充実に向けた

とりくみを推進するため、大阪府中学校生徒会サミットを

開催しています。 

 今年度は令和７年１１月８日（土）に大阪府議会議場に

て行われ、泉佐野市を代表して佐野中学校の生徒２名が参

加しました。府内全域から中学生が集まり、進行等はすべて中学生が行います。最初、会場は緊張

感に包まれていましたが、交流を深めるレクリエーションで会場の空気は一気に明るく変わりまし

た。さらに、事前に生徒たちはオンラインで交流もしていたのですぐにうちとけていました。 

メインである協議では、佐野中学校の２名が府議会議

場の議長席に交代で座り、議事進行を行いました。テー

マは、「生徒が創るめっちゃ居心地 e!スクール」です。

居心地 e!の「e」は居心地がよいの「e」と、学校イコ

ール居心地がよいものとなってほしい、イコールの

「e」です。このテーマから、「居心地 e!スクールとは

どんな学校ですか？」をグループで話し合い、意見をま

とめてクロームブックから Google フォームで回答しま

す。そしてテキストマイニング（※）で集約し、会場の

モニターに映し出し、さらに議論を深めます。画面には

大量の言葉が映し出されましたが、特に「～しやすい」「一人ひとり」「生徒」「できる」「取り入れ

る」等の言葉がありました。 

そして次の協議「一人ひとりの生徒にとって『めっちゃ居心地 e!スクール』のポイントは何です

か？」、続いて「そのポイントをふまえて、これまでの生徒会活動の良かった点や、これからの生徒

会活動で（それぞれの学校で）大事にしていくことは何ですか？」と協議を進めていきました。お

となでも難しい協議の進行を、佐野中学校の生徒２名は堂々と進め、時には「○○という言葉が出

ましたが具体的には？」「◇◇という言葉が出ましたが他の学校ではいかがでしょう？」等と協議を

深める工夫を行っており、技術の高さ、対応力に周囲のおとなを驚かせていました。「生徒が主人公

に」「生徒一人ひとりの意見を大事に」「多数ではなく少数の意見も」「生徒の意見をきこう」「心理

的安全性を」「お互いを尊重し、チャレンジできるように」「実態に合わせて臨機応変に」等さまざ

まな意見が出て、活発な協議が行われサミットは幕を閉じました。 

今回の出会いや経験を大切に、自校でのとりくみにいかしていってほしいと思います。 

（※）テキストマイニング…大量の文章データから有用な情報を抽出・分析する技術のこと。 
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